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マークシートによる授業支援システムの費用対効果：
新潟国際情報大学における試行導入事例
Cost and Benefit of Class Support Systems by Mark-sensing Cards:






































CSV（comma separated value：カンマ区切りテキスト）形式またはMicrosoft Excel形式で出力す
る機能も有しているため，データを加工することも容易である。
図表1：マークシートによる授業支援システムの概要
システム名称 スキャネットシート SQS  Remark Office OMR
提供者 スキャネット株式会社 久保裕也 株式会社ハンモック
初期費用 無料 無料 155,400円/台
定額保守料 無料 無料 無料
対応OS  Windows  Windows  Windows




















縦方向の読込 可 不可 可
横方向の複数設問 可 不可 可
本学での使用実績 今回試行 今回試行 既に有り
特徴 授業支援を志向 アンケートに特化 汎用性が高い









































力した。この作業では 1名で 1時間を要したため，工数は 1人時である。以上の作業における工数は，
合計 15人時である。













工数の削減 15人時→1人時 6,700円/人時×14人時＝ 93,800円 ⑴












年度・学期 2007年度後期 2008年度前期 2008年度後期 2009年度前期 2009年度後期
授業科目名 管理会計 財務会計 管理会計 財務会計 管理会計
履修者数 43  133  32  86  60
期末試験受験者数 26  82  25  65  40
小テスト形式 手書き 手書き 手書き マークシート マークシート













工数の削減 1人時→0人時 6,700円/人時×1人時＝ 6,700円 ⑴
マークシートの購入 14.7円/枚×60枚＝ 882円 ⑵
効果額：⑴－⑵ 5,818円
期末試験受験者数が増加した場合，効果額も比例的に増加する。例えば，本学最大の教室の収容人























普通紙は 5,000枚で約 3,000円であったため，単価を 0.6円/枚とした。また，本調査で主に使用してい
るトナーは約 6,000枚印刷可能で約 9,000円であるため，印刷単価を 1.5円/枚とした。
普通紙の購入 0.6円/枚×20枚＝ 12円 ⑴
解答用紙の印刷 1.5円/枚×20枚＝ 30円 ⑵
工数の削減 1人時→0人時 6,700円/人時×1人時＝ 6,700円 ⑶
































工数の削減 40人時→2人時 750円/人時×38人時＝ 28,500円 ⑴
マークシートの購入（予備を含む） 14.7円/枚×1,400枚＝ 20,580円 ⑵






























専用マークシートの購入（予備を含む） 10円/枚×8,000枚＝ 80,000円 ⑴
普通紙の購入 0.6円/枚×7,000枚＝ 4,200円 ⑵
マークシートの印刷 1.5円/枚×7,000枚＝ 10,500円 ⑶






















































5.株式会社ハンモック：マークシート読み取り（OMR）ソフト Remark Office OMR，
?http://remark.hammock.jp/>．
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